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研究成果の概要（和文）： 事故や病気で失明した人は心理面で深刻な状況に置かれる。本研究では当事者の心理に寄
り添うソーシャル・サポートに着目し、援助方法を検討した。その結果、(1)直接かかわりあう他者と本人のメンタル
ヘルスに有意な関連が示された。(2)この分野で先駆的なイギリスとドイツを調査した結果、地域における社会資源の
連携や多職種連携においてわが国が参考にすべき支援システムがみられた。(3)本研究で得られた援助方法を試行した
結果、従来の方法で解決困難な事例に一定の効果がみられた。

研究成果の概要（英文）： Individuals who have lost their vision due to accident or illness are placed in 
a difficult psychological situation. This study focuses on social support for such individuals and 
considers means of assistance. The study’s results suggest the following aspects: (1) there is a 
significant relationship between an individual’s mental health and those who directly interact with the 
individual. (2) Based on the results of surveys in the UK and Germany, which are both pioneers in this 
field, this study found that support systems in those countries should be considered in Japan in terms of 
such aspects as partnering with local social resources and multidisciplinary partnerships. (3) In testing 
assistance methods as part of this study, a certain measure of results were seen in cases that would have 
been difficult to resolve by traditional methods.

研究分野：障害者福祉
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１．研究開始当初の背景 
(1) 中途視覚障害者の困難と援助研究 
視覚障害者の自立支援は、伝統的な理療業
に依存する形のまま今日に至っている。この
方法では視覚障害者のニーズに十分対応し
ていない。本研究では中途視覚障害者問題を
とらえ直すとともに、この問題の固有性に留
意し、援助方法の再構築が必要だと考えた。 
中途障害による困難は心の健康に強く作
用する。近年、ソーシャル・サポートが注目
されており、家族、仲間による支援が受障者
のメンタルヘルスを高めるとする知見が報
告されている。本研究では従来の援助研究を
整理し直すとともに理論的実証的研究に取
り組み、中途視覚障害者の障害特性を考慮し
た支援システムの提案を課題とした。 

 
(2) 中途障害者のソーシャル・サポート 
中途障害による困難は、当事者の精神面に
強く作用する。中途障害者に対する援助研究
では、精神面の回復を促す方法として、ソー
シャル・サポートが注目されている。この方
法は、リハビリテーション心理学の立場から
も注目されている。さらに視覚障害者のメン
タルヘルスとソーシャル・サポートの関連は、
国内外の複数の調査で注目されている。なお
研究代表者はこれまで中途視覚障害者のメ
ンタルヘルスを調査し、中途視覚障害者の回
復とインフォーマルケアの関連を分析した
結果、支援を受けた人々においてメンタルヘ
ルスが有意に高まる知見を得ている。 

 
２．研究の目的 
従来の中途障害者に対する援助研究は、肢
体障害者を中心になされてきており、視覚障
害者に対する研究は限られたものとなって
いる。 
本研究では中途視覚障害者の心理面に配
慮した援助方法として「ソーシャル・サポー
ト」に着目する。障害者地域生活支援センタ
ーにおいて支援実践を試行し、その効果を検
証するとともに中途視覚障害者に効果的な
支援システムの提案を目的とする。 

 
３．研究の方法 
 研究期間を通して、中途視覚障害者の心理
的問題に着目した援助方法を理論的に検討
するとともに援助システムの開発を目指し
た。 
(1) 中途視覚障害者問題を歴史的に考察す
るとともに視覚障害者問題の特質を把握し、
ＩＣＦ（ＷＨＯの国際障害分類）の視点から
視覚障害者問題を考察した。中途視覚障害者
を対象にメンタルヘルスに関する調査を実
施し、考察した。 
(2) 中途障害者のメンタル面を支援する研
究について整理し、受障者の心的困難の緩和
に効果的な支援のあり方を検討した。中途視
覚障害者のメンタルヘルスとその関連要因
に関する調査を実施し、考察した。 

(3) 障害者地域生活支援センターにおける
相談支援事業に研究代表者の提案する支援
システムを取り入れ試行し、その効果を実証
的に検討する。英国・ドイツにおける視覚障
害者支援事業を実地調査し、支援システム構
築へ向け示唆を得ることができた。 
 
４．研究成果 
(1) 中途視覚障害者問題の把握 
職業リハビリテーション施設における中
途視覚障害者の適応状況を調査し、前回調査 
(平成 16 年度)との比較を試みた。さらに筑
波大学が平成 22 年に実施した全国視覚障害
児者実態調査、その他の統計資料を分析し、
中途視覚障害者問題 の全体状況を把握した。 
 
(2)ＩＣＦの視点からの考察 
中途視覚障害者援助における研究上の諸
問題について「障害受容モデル」を中心に検
討し、研究課題を明確化した。上記の調査で
明らかとなった中途視覚障害者が抱える問
題をＩＣＦの視点から考察した。その際、障
害者自立支援法下における生活問題、平成 19
年に開始された特別支援教育における就労
支援の問題、リハビリテーション医療やリハ
ビリテーション心理領域における障害受容
の問題を検討課題に加えた。 
 
(3) 中途視覚障害者の心的困難（調査） 
視覚障害者の困難を理解するために、受障
原因の多くを占める代表的な眼疾患に着目
し、その病理と障害特性、生活上の困難、メ
ンタルヘルスに及ぼす影響を調査した。その
際、緑内障、黄斑変性、糖尿病性網膜症に代
表される加齢性眼疾患の増加に伴い中途視
覚障害者が近年増加している問題に着目し、
その対応を考察した。 
調査対象は視覚障害者の自立を支援する
各種社会資源とし、障害者地域生活支援セン
ター、眼科医療機関、リハビリテーション病
院、職業リハビリテーション施設を取り上げ、
支援の現状と諸課題を分析した。この調査に
関しては、名古屋盲人情報文化センター、筑
波大学附属視覚特別支援学校、名古屋市総合
リハビリテーションセンターと連携し調査
研究を進めた。 
 
(4) 障害者相談支援センターにおける調査 
調査の目的は、支援センターのピア・サポ
ート活動に参加する在宅の視覚障害者の実
態を把握するとともに、参加者へのグルー
プ・インタビューを通してピア・サポート活
動の効果について考察することとした。 
調査の対象は、本研究の趣旨に賛同する 10
人（男性 2名、女性 8名）である。障害のレ
ベルは、身体障害者手帳 1級が 5人、同 2級
が 5人である。 
質問項目は、ピア・サポート活動に参加し
た契機、活動に参加することによって得られ
たこと、活動に参加することによる精神面の



変化とした。調査は１回 60 分程度とし、3回
に分けて実施した。得られたデータはコード
として取り出し、類似したコードをカテゴリ
ーにまとめた。 
抽出されたカテゴリーは、①生きづらさを
補うための活動への参加、②障害を抱えて生
きることの苦しみ、③活動の目的は点字の習
得から仲間との交流へ、④活動による心理面
の回復であった。 
リハビリテーションの臨床現場において、
当事者の「元気」と「自信」は心理的回復の
目安として着目する専門職が多い。ピア・サ
ポートを受けた活動参加者の多くは元気と
自信を取り戻すことによって社会参加が進
むケースが増えていた。具体的には外出の回
数が増える、あきらめていた趣味に再び取り
組む姿などである。 
本調査の結果、支援センターの活動は閉じ
こもりがちな視覚障害者の社会参加と心理
面の回復を促進する効果を持つことが明ら
かとなった。各種の活動を主催する支援セン
ターは参加者にとって安心できる居場所と
なっているが、全国的にその存在に偏りがあ
る。活動場所を広げていくためには公的な支
援が求められる。さらに相談員（ピア・サポ
ーター）の絶対数やその待遇は満足できる水
準にほど遠いのが現状であり、その改善が求
められることが示唆された。 
 
(5) イギリスにおける実地調査 

 
図 1 イギリスにおける中途視覚障害者支援
とＥＣＬＯの位置 

 
 ロンドンにあるＲＮＩＢ（Royal National 
Institute of Blind People：英国視覚障害
者協会）本部において、①ＥＣＬＯ（Eye 
Clinic/Care Liaison Officer）について調
査した。さらにマンチェスター郊外のオール
ドハムにおいて、②インクルーシブ教育を実
践している中等学校（The Blue Coat School）
を調査した。 
イギリスでは眼科医療機関で障害告知が
なされる際、ＲＮＩＢから派遣されたＥＣＬ

Ｏが立ち会い、退院後の地域生活に向けた支
援が開始される。 
ＥＣＬＯとは、イギリスの社会福祉分野や
医療分野に特徴的な“Link Worker” が特化
したものである。通常眼科病院内に籍を置き、
治療の結果として視覚障害となる患者に対
し、院外の社会資源とリンクさせて退院に向
けた支援を行う専門職である。わが国ではこ
の機能を医療ソーシャルワーカーや視能訓
練士が担っているが、必ずしも専門性の面で
十分な支援となっていない面があり、ＥＣＬ
Ｏはこれを補う専門職として注目されてい
る。現状ではイギリス全土に 23 名が配置さ
れ、今後 42 の眼科医療機関への配置が計画
されている。実地調査ではＥＣＬＯが果たす
役割について、支援事例を中心に聞き取り調
査した（図 1参照）。 
イギリスは 1995 年に障害者差別禁止法を
制定し、視覚障害児の多くは特別支援学校
（盲学校）から地域にある通常の学校に通学
するようになっている。学齢期の障害児は障
害の有無に関わりなく地域の学校で学ぶこ
とになった半面、深刻ないじめや引きこもり
といった問題がクローズアップされてきた。
実地調査ではイギリス全土で実践されてい
る障害平等研修（ＤＥＴ： Disability 
Equality Training）の実際を視察し、教育
委員会が派遣する巡回教師や担当教員を対
象に聞き取り調査を実施した。 
 
(6) ドイツにおける実地調査 
ドイツにおける視覚障害者支援は歴史が
古く、受障後の自立に向けた特色ある取り組
みがみられる。調査ではマールブルグにある
視覚障害児者を対象とする特別支援学校
（blista：Deutsche Blindenstudienanstalt 
e.V.）と関連リハビリテーション施設、ビュ
ルツブルクにある視覚障害者を対象とする
総合的なリハビリテーション施設（ＢＦＷ：
Berufsförderungswerk Würzburg）を実地調
査した。 
blista では、視覚障害教育と視覚障害リハ
ビリテーションとの連携（Carl-Strehl‐
Shule）をテーマに視覚特別支援学校（ギム
ナジウム）と視覚障害リハビリテーション施
設を視察し、専門職を対象に聞き取り調査を
実施した。 
ＢＦＷでは、ロービジョン(弱視者)ケアと
就労支援との連携をテーマに視覚障害リハ
ビリテーション施設と職業リハビリテーシ
ョン施設を視察し、専門職を対象に聞き取り
調査を実施した。さらに両国の実地調査で得
た知見を参考に、本研究で提案する支援シス
テムを検討した。 
 
(7) 支援システムの実証的検討 



 
図２ 中途視覚障害者に対する支援モデル 
 
名古屋盲人情報文化センター、名古屋市総
合リハビリテーションセンター、筑波大学附
属視覚特別支援学校の協力を得て、援助方法
を実証的に検討した（図２参照）。さらに従
来の援助方法で解決が困難とされた中途視
覚障害事例を対象とする支援システムを試
行した。なおこの結果については、日本福祉
心理学会の研究誌に投稿予定である。 
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